
第 2学 年 技 術 ・家庭科 指導案学習
日 時

場  所

学 級

指導者

平成 1 5 年 1 0 月 3 日 ( 金) 5 校 時

花巻 市立 南城 中学校  技 術 室

2 年 3 組 ( 男子 1 3 名 、女子 1 5 名 )

渡  邊   工

1  題 材   「 技術 とものづ く り」 鶏卵 が害1れない器 の設 計 と製作

題材 について

( 1 ) 生 徒観

生徒達は一年時の 「技術 とものづ くり」領域で、木材や金属の性質や種類 、工具や道具の使い方、木質

材料や金属材料 を活用 しての本棚な小物入れ等の製作を学習 してきた。
「ものづ く り」 に関 して い ろい ろな材 料 を用 い 目的 に即

した物 を製 作す る こ とにつ い て調 査 した結果 を表 1に 示 し

た。表 1か ら、生徒達 の ものづ く りの傾 向 と して、つ くる

こ とに は興 味 ・関心 が高 い が 、実際 に工具等 を使 つて物 を

つ くる とな る と消極 的 とな る こ とが あげ られ る。 これ は 、

普 段 の生 活 の 中で複 雑 な工 具 や 道 具 を使用 す る経 験 が少 な

く工具 や 道 具 を うま く使 用 で きない 、見慣 れ な い記 号 な ど

図面 の見方 が よ くわか らない等 の要 因 が考 え られ る。

この こ とか ら、生徒達 に身 のまわ りにあ る使 い慣れ た工

具や道 具 を使 うこ と、生徒 達 の アイデ ア を重視 した設 計 を

行 わせ る (正確 な図面 を必 要 と しない )こ とを提示す る こ

とに よ り、 「ものづ く り]に 関 して見通 しを持 たせ るこ と 数 字 : %

がで き、二層意 欲 を もって 目的 に即 した製 作 を行 わせ る こ とが で き る と考 えた。

(2 )教 材 観

中学 校 学習指 導 要 領 の 「A 技 術 とものづ く り」 で は 、製作 品 の設 計 につ い て 、 「ア 使 用 目的や使 用

条 件 に即 した製 作 品 の機 能 と構 造 につ い て考 え る こ と。」 「イ 製 作 品 に用 い る材 料 の特徴 と利 用方 法 を

知 る こ と。」 を指 導 す るこ と と して い る。 ア につ いて 、製 作 品 の構 想 で は生 徒 達 の身 の回 りに あ る製 品 の

使 用 目的や使 用 条件 を明確 化 し、 自 らがつ く りた い物 の機 能 と構 造 な どを具 体 的 に考 えるこ とがで き る よ

うに させ な けれ ばな らない。 そ の際 、生徒 の着想 を促 す た めに具 体例 を示 した り、い ろい ろな発想 法 を取

り入れ た りす るな どの学習 の工夫 が必要 とな る。 イ につ いては、製 作 品の製 作 に必要 な材料 の特徴 を知 ら

せ製 作 品 に適 した材 料 を選択 で き るよ うにす る とともに、習得 した知識 が製 作過 程 で活用 され るよ うに し

な けれ ば な らない。 製 作 品 に用 い る材 料 につ い て は、木 材や金属 を主 な材 料 と してそれ 以外 の材料 を用 い

るこ とに よつて 、生徒 達 の創 意 工夫 が生 かせ る材 料 の利 用 方法 を知 らせ る こ とが大事 で あ る。

上記 の こ とを踏 ま え、生 徒 達 の身 の回 りに あ る材 料 の特徴 が わ か るか ど うか につ い て調査 した ところ、

表 2の よ うな結果 を得た。

表 2  材 料の特徴についての理解度

肯定的 否定 的

木 材 8 1. 5 1 8. 5

全 属 5 9 .  2 4 0 .  8

プ ラス テ ック 4 0 .  7 5 9 .  3

発 泡 ス テ ロ ー ル 5 1. 8 4 8 .  2

ゴ ム 6 6 .  6 3 3 .  4

ダンボール 6 2 .  9 3 7 .  1

数 宇 : %

( 3 ) 指 導観 (指導 の構想 )

本題 材 は、身 の回 りに あ る様 々 な材 料 の特徴 を知 らせ 、それ らを用 い 目的や 条件 に即 した 「ものづ く

り」 を実践 させ る もの で あ る。 「ものづ く り」 に関 して は、完 成 した もの使 用 す る とい う使 用 目的 で は

な く、材 料 を よ り発 展 的 に と らえ させ るた め に完成へ の条件 を明確 化 に し、課題 を解 決 させ るための方

法 を 目的 として と らえ させ 、体験 的 な活動 を組 み入れ て い きた い。

具 体 的 には 、鶏 卵 とテ ニ ス ボール を取 り上 げ、落 下 させ る と害Jれ る鶏 卵 と落 下 させ て も割 れ ないテ ニ

ス ボー ル の違 い に着 目させ 、 そ の物 自体 の材 質 や構 造 に 目を向 け させ る と と もに 、鶏 卵 に手 を加 え落 下

させ て も割 れ な い 工夫 (課題 解 決 )を 考 え させ たい。 鶏 卵 の器 づ く りの段 階 で は、 多様 な生徒 の発 想 を

大 切 にす る と と もに、設 計 や 製 作 の条件 を明確 にす る、活用 す る材 料 に多 様 性 を持 たせ る、身 の回 りに

あ るい ろい ろな工 具や 道 具 を活 用 させ る、 等 の配 慮 を してい き た い。 ま た 、 学 習 の ま とめ と して、鶏 卵

が割 れ ない工夫 を グル ー プ毎 に発 表 させ 、製 作 品ので き ばえを生 徒 達 で確 認 す る場 を設 けたい。

表 1 「 ものづ くり」についての意識

肯 定 的 否 定的

物 を 作 る こ とに 興 味 が

あ りますか。 7 0 .  4 2 9 .  6

工 具 年 を使 つ て 物 を 作

る こ とが得 意 です か 。 5 1. 8 4 8. 2

表 2よ り、一 年時 に学 習 した木 材 、比較 的生徒達 の身 の回 り

に多 く使 われ てい る金 属 、 ゴム 、 ダ ンボー ル につい て は理解 度

が高 い こ とが わか る。 これ らの材 料 にカロえ、理解 度 が比較 的低

いプ ラステ ックや発 泡 ス チ ロール さ らに これ ら以外 の材料 につ

いて もそ の特徴や使 用 例 を取 り上 げ、 目的 に即 した 「ものづ く

り」 に生 かす こ とは、技 術 ・家 庭 科 の 目標 で ある 「進 んで生活

を工夫 し創 造 す る能力 と実 践 的 な態 度 を育 て る」 こ とにつ なが

る と考 えた。



3  題 材 目標 及 び評価 規 準

題材 の指導 ・評価計画 (4時 間扱 い)

時 学習活動

(指導 内容 )

評 価 規 準

関心 ・意欲 ・態度 工夫 ・創 造 技 能 知識 ・理 解

1 材 料 と構 造

鶏卵 とテ ニ スボ ー ル の違

い に 目をむ け、 自 らの考

え を表 現 しよ うと して い

る。

い ろい ろな材料 の特徴 を

知 り、 さらに鶏卵 とテニ

ス ボールの材 質や構造の

違いがわかる。

2

本 時

構想 と設 計

各 自の 考 え を も とに グル

ー プ 毎 の話 し合 い に しっ

か り臨 も うとしている。

材質や構造 を考慮 に入れ、

鶏 卵 を落 下 させ て も割 れ

ない工夫 を している。

用 い る材 料 や 工 具 、 道 具

な どを選 定 し、 設 計 をま

とめることができる。

3 製 作

課 題 解 決 にむ け、 意欲 を

もつ て製 作 に取 り組 も う

としている。

工 具 や 道具 を適切 に活 用

し、 卯 が割 れ な い 器 を製

作す ることがで きる。

4 製 作 のま とめ

(製作発表 )

製 作 品 へ の 工 夫 と技 術 と

の 関係 に 関心 を も ち、 考

えを表 現 しよ うと して い

る。

製 作 品 の性 能 を確 か め な

が ら試 行 錯 誤 し、 工 夫 を

重ね ることがで きる。

5  本 時 の指 導 ( 2 / 4 )

( 1 ) 授 業 の構想

前 時 で は、一 般 的 な材 料 の特徴 (木材 、金属 、 プ ラス チ ック、紙 な ど)あ げ なが ら、鶏卵 とテ エスボー

ル の材 質や構 造 につい て取 り上 げ る。 そ の 中で 、校 舎 の 2階 か ら落 とした鶏 卵 とテニ ス ボール に 関 して、

材 質 や 構 造 の違 いか ら鶏 卵 は割 れ 、テ ニ ス ボール は割 れ ない こ とを理解 させ る。

本 時 で は、前 時 の学習 内容 を も とに、 2階 か ら落 と して も鶏 卵 が割 れ ない器 の構想 と設 計 に取 り組 ませ

る。 製 作 にあた り、次 の よ うな条件 を明稚化 し、生徒 一 人一人 に製 作 品 の構想 に取 り組 ませ た い。

i①  材 料は何 を使つて もかまわないが、学校で用意 した物や家にある物 を利用 し特別 に購入 しない i

:②  材 料はい ろいろ組み合わせて活用 してよい。                       i

i③  大 きさはバ レーボール大まで とす る。                          i

!④  製 作は 1時 間 とす る。                                 i

構想 ができた らグループ内で話 し合い、構想 を 1つ にま とめ させ、グループ毎に設計 に取 り組 ませ る。

製作 グループは、各班男女計 1 0グ ループ とす る。設計 にあたっては、 よ り製作品を具体化す るための完

成図、用いる材料、使用す る工具や道具 、接合材料について も考 えさせたい。

( 2 )目 標

① 鶏 卵の材質や構造を考慮 し鶏卵が害」れない工夫をし、各個人で製作品の構想を表す ことができる。

② 各 グループの話 し合いをしっか り行い、製作グループの構想を 1つ にまとめることができる。

③  「鶏卵が害」れない器」の構想を具体化 し、グループ毎に設計をまとめることができる。

関心 ・意欲 ・態度 工夫 口創 造 能技 知識 ・理解

題 材 の 目標

課題 を明確に し、その解決

にむけて関心をもち、知識

と技術を進んで活用 しよう

とする。

課題 解 決の た めに技術 を適

切 に活用 し、 工夫 し創 造 す

ることができる。

もの づ く りに必 要 な 技 術

を身 に つ け、 そ の 技 術 を

安 全 か つ適 切 に活 用 で き

る。

ものづ く りに必 要 な基礎的

な知識 を身につけている。

評 価 規 準

鶏 卵 の器 づ く りに関心 を も

ち、材料 の特徴 と機 能 に関

す る知識 を技 術 を進 んで活

用 しようとしている。

材 質 や構造 な どを考 えに入

れ 、鶏 卵が割 れ ない器 をエ

夫、倉J造す ることができる。

工具 や 道 具 を適 切 に活 用

し、 条 件 にR P した鶏 卵 の

器 を完 成 させ る こ とが で

きる。

材料の特徴や機能について

の基本的な知識を身につけ

ている。



( 3 ) 展 開案

過

程

学 習 活 動 教師の指導 ・援助 (留意事項) 教具等

( 資料 )

評価 ( 判断基準 ・方法)

※支 援 を要 す る生 徒 へ の 具体 的 な手 立 て

導

入

1 5 分

前時 の復 習

鶏卵 とテ ニスボー

ル の違 い

2学 習課題 の提示

階

3 製 作 品 の構 想

4構 想 のま とめ

5製 作 品 の設 計

前時 の学 習 を振 り返 らせ 、鶏 卵 とテ

ニスボール の違 い を想 起 させ る。

硬 さの違 い →  材 質 の違 い

中身 の違 い →  構 造 の違 い

本 時 の課 題 を提 示 す る。

か ら落 と して も、鶏 夢Fが割 れ ない工夫 を

|・療罫垢冨ょ玉裟2香督危≧督と春督。
①材料は何を使 って もよいが、学

校で用意 した物や家にある物を

利用 し特別に購入 しない。

②材料はいろい ろ組み合わせて活

用 してよい。

③大きさは、バ レーボール大まで

とす る。

④製作は、 1 時 間 とす る。

構想 は、簡 単 な構 想 図 を描 かせ 、器

に必 要 な材 料 をあ げ させ る。

各 グル ー プ で各 自が考 えたアイデ ア

を発表 し合 い 1 つ に絞 らせ る。

各 グル ー プで の話 し合 い を も とに器

の設 計 を させ る。

設 計 は、簡 単 な設 計 図 、必 要 な材料

製作 に用 い る工具や 道 具 、接 合 に用

い る材 料 等 につ い て ま とめ させ る。

V T R

紙 板 書

鶏 卵

テ ニ ス

ボー ル

し よ
メ
ワ

評価① [工夫 ・創造]

学習 プ リ

ン ト

材 質や構造 を考慮に入れ 、身卵が

割れ ない工夫 を してい る。

判

断

基

準

A 条 件 を満 た し工 夫 が構 想

に大いに表れてい る。

条 件 に 即 し て 工 夫 が 構 想

に表 れ て い る。

方
　
法

学習プ リン ト

自己評価

※机 問巡視 を行 い、支援 を

要す る生徒へは助言す る。

評 価 ② [ 関心 ・意欲 ・憶度]

各 自の考 えを もとにグループ毎に

話 し合 いに しつか り臨んでいる。

判

断

基

準

A グル ー プ全 員 が話 し合 V

に意欲 的に臨んでいる。

B グループで話 し合 いをま

とめようと努力 している。

方

法

机問巡視

自己評価

学習 プ リ

ン ト

学習 プ リ

ン ト

※話 し合 い が進 ま な い グル

ー プ に は適 切 な助 言 をす る。

評価③ [技能]

グル ー プで構 想が具体化 され条件

に従 つて設計す ることがで きる。

判

断

基

準

A 必 要 事 項 がす べ て記 入 さ

れ準備 が整 ってい る。

B 製 作 に支 障 の な い程 度 で

設計 している。

方
　
法

学習プ リン ト 製 作品

自己評価

※設 計 が進 ま な い グル ー プ

には適 切 な助 言 をす る。

1

展

開

3 0 分

終
　
　
末

分

6 ま とめ と 自己評価

7 次 時 の予 告

・設 計 の ま とめ を行 い 、本 時 の 自己評

価 を行 わせ る。
' 次 時 は製 作 に必 要 な材 料 を用意 し、

グルー プ毎 に製 作 す る こ とを告 げ る。

学習 プ リ

ン ト



2 今 までの学習を踏まえ、次にあげる材料がどんな物なのか特徴がわかるかどうかにつ

いて答えなさい。

木   材

金   属

プラステ ック

発砲スチロール

ゴム

ダンボール

技術 ・家庭 ア ンケー ト
2年   組  氏 名

1 1年 生の時に学習した技術 ・家庭科の技術領域で、学習したことをあげてください。

よくわかる      わ かる       わ からない    全 体わからない

よくわかる      わ かる       わ からない    全 体わからない

よくわかる      わ かる       わ からない    全 然わからない

よくわかる      わ かる       わ からとい    全 体わからとい

よくわかる      わ かる       わ からない    全 体わからない

よくわかる      わ かる       わ からない    全 体わからない

3次 にあげる工具や道具でいままでに使用 したことのある物には○を、使用したことが

ない物にはXを つけなさい。(学校の授業で使用した場合も○)

①のこぎり  ② かんな

⑥ドライバー  ⑦ はんだごて

③のみ   ④ さしがね   ⑤ はさみ

③カッター  ③ ドリル  ① きり

技術領域では、「技術とものづくり」領域でいろいろな材料を使うて目的に即した製

品を作ります。いろいろな材料を使つて物を作ることについて次の問いに答えなさい。

( 1 ) 物 を つ く る こ と に 興 味 が      組 臥 がぁる   期 がある   あ まり興味がない 勢 駅 がない

ありますか。

(2)工 具等を使つて物を作る

ことが得意ですか。

大受得意      得 意      あ まり料怠てない    全 然得意でない


